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解決すべき課題

・カタクチイワシは資源量が豊富だが、未だ利用が進んでいない。

→これをなんとか利用できないだろうか！

・魚を整列させるのに、コストがかかりすぎる。

→小型魚における魚体処理機（ﾍｯﾄﾞｶｯﾀｰ、ﾌｨﾚｰﾏｼﾝなど）は存在するが、
魚体整列機は未開発であり、魚体の整列は手作業で行われている。

小型魚を対象とした魚体整列機を開発し、カタクチ
イワシ資源を有効に利用したい

中・大型魚の魚体整列機で使用されている「トラフ」の途中に、魚体の何
分の1かの長さの穴（落下口）を開け、その上方から水流や風圧を当てて、
頭の方向を揃える方法を開発！

発明のポイント
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